
　

８
月
７
日
の
夜
、
阿
仁
公
民
館
大
阿
仁
分
館
主
催
（
大

阿
仁
保
育
園
・
比
立
内
獅
子
踊
り
協
賛
）
の
「
ね
ぶ
た

流
し
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
ら
は
、
は

じ
め
に
「
も
ろ
び
苑
ひ
ろ
ば
」
で
比
立
内
獅
子
踊
り
の

「
頭
揃
え
※
」
を
鑑
賞
。
こ
の
あ
と
、
子
ど
も
た
ち
が
「
テ

ス
ト
で
１
０
０
点
が
と
り
た
い
」
「
ボ
ウ
ケ
ン
ジ
ャ
ー
に

な
り
た
い
」
な
ど
の
願
い
事
を
綴
っ
た
短
冊
と
笹
竹
を

付
け
た
灯
篭
を
持
ち
、
お
は
や
し
に
合

わ
せ
て
終
点
の
「
道
の
駅
あ
に
」

ま
で
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

灯
篭
の
ほ
ん
の
り
と
し
た

灯
り
の
列
は
幻
想
的
で
夏

の
夜
の
風
物
詩
そ
の
も
の
。

最
後
は
花
火
を
上
げ
、
家

族
一
緒
の
楽
し
い
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。 
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清々しい中での現代詩鑑賞 　９月２５日、中央公民館定期講座「現代詩」が合川・

上杉にある太平寺で開かれました。この講座は、中央

公民館を主会場に開かれていますが、今回は、僧侶で

もある講師の亀谷健樹先生からの「たまには場所を変

えて詩を鑑賞してみては」「もしよければ（先生がご

住職として勤められている）太平寺で」とのご厚意に

甘え、お訪ねしたものです。

　天候に恵まれたこの日、講座生は午前中北欧の杜公

園で自由に園内を散策。午後から太平寺を訪れ、見事

な庭園と情緒あふれる茶道体験などを楽んだあと、先

生とともに現代詩鑑賞でしめくくりました。今回の講

座は、名刹の清々しい雰囲気の中での「特別な時間」と

なったようでした。

夏の夜の風物詩「ねぶた流し」

阿仁公民館大阿仁分館

昔懐かしい川遊び

阿仁公民館三枚分館「ふるさとに親しむ交流の集い」

　お盆で帰省する親子や地元の子どもたちを対象に、

昔懐かしい川遊びを体験してもらおうと、「ふるさと

に親しむ交流の集い（主催：阿仁公民館三枚分館）」

が８月１４日に行われました。

　当日は好天にも恵まれ、首都圏などから帰省した親

子や地元の子どもと保護者３０人が参加し、箱めがね

とヤスを手にカジカ捕りに挑戦しました。

　予想以上の収穫に皆さん大喜び。川遊びの後は、自

分たちで捕ったカジカや差し入れのアユや焼肉をおい

しそうに頬ばっていました。

　公民館では、今回の企画がたいへん好評であったこ

とから、来年以降、三枚分館の恒例行事とすることも

検討しています。

中央公民館定期講座（現代詩）

▼
い
つ
も
と
は
会
場
を
変
え
、
合
川

上
杉
の
名
刹
「
太
平
寺
」
で
開
催
さ

れ
た
現
代
詩
講
座

▼
家
族
み
ん
な
で
川
遊
び
。
カ
ジ
カ
捕

り
に
も
挑
戦
し
た
「
ふ
る
さ
と
に
親
し

む
交
流
の
集
い
」

※
８
月
14
日
の
本
番
を
前
に
練

習
の
成
果
を
披
露
す
る
比
立
内

獅
子
踊
り
保
存
会
の
行
事 ▲子どもたちは、思いおもいの絵を描き、願い事を

綴った短冊と笹竹で飾った灯篭を持って、比立内の
「道の駅あに」まで練り歩きました。

か
さ
ぞ
ろ

と　き：10月27日～

　　　　11月9日

ところ：鷹巣図書館

　子どもの本には長年読み

継がれている本がたくさん

あります。図書館の蔵書の

中から児童書・絵本を展示

いたします。

ロングセラー
　　　　児童書展示

　文化庁子どもの映画普及事業「北秋田市民映画のつどい」で映画『１リットルの涙』が

上映されます。本も合わせてどうぞお読みください。（映画のつどいについての詳細は、

広報最終ページをご覧ください。）

＊『１リットルの涙』　　木藤亜矢・著（エフエー出版）                   

＊『ラストレター』　　　木藤亜矢・著（幻冬社）

＊『いのちのハードル』　木藤潮香・著（エフエー出版）

※中学３年生のとき脊髄小脳変性症という難病に冒された少女

の日記など。

■
市
内
の
図
書
館
・
図
書
室

▽
鷹
巣
図
書
館　

北
秋
田
市
文
化
会
館 

　

内
☎
62-

３
３
１
１

▽
森
吉
図
書
館　

森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

セ
ン
タ
ー
内
☎
72-

３
１
９
２

▽
合
川
公
民
館
図
書
室　

合
川
農
村
環

　

境
改
善
セ
ン
タ
ー
内
☎
78-

２
１
１
４

▽
阿
仁
公
民
館
図
書
室　

ふ
る
さ
と
文

　

化
セ
ン
タ
ー
内
☎
82-

２
２
２
０

　
　

　

各
館
の
図
書
は
、
市
内
に
お
住
ま
い

の
方
・
通
勤
通
学
し
て
い
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

貸
出
冊
数
は
１
人
３
冊
ま
で
10
日
間
で

す
。
ま
た
、
借
り
た
本
は
市
内
ど
こ
の

館
に
で
も
返
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
探
し
の
図
書
が
見
つ
か
ら
な
い
場

合
は
、
県
立
図
書
館
か
ら
借
り
る
な
ど
、

で
き
る
限
り
ご
要
望
に
お
応
え
し
ま
す
。

詳
し
く
は
各
館
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
新
し
く
入
っ
た
本
の
一
部
を
紹
介

◇
『
風
が
強
く
吹
い
て
い
る
』

　

三
浦
し
を
ん
・
著
（
新
潮
社
）
／
第

１
３
５
回
芥
川
賞
受
賞
作
。

◇
『
赤
い
指
』

　

東
野
圭
吾
・
著
（
講
談
社
）
／
直
木

賞
受
賞
後
第
一
作
。
構
想
に
６
年
費
や

し
た
長
編
小
説
。

◇
『
十
頁
だ
け
読
ん
で
ご
ら
ん
な
さ
い
。

十
頁
た
っ
て
飽
い
た
ら
こ
の
本
を
捨
て

て
く
だ
さ
っ
て
宜
し
い
。
』

　

遠
藤
周
作
・
著
（
海
竜
社
）
／
没
後

10
年
、
奇
跡
的
に
発
見
さ
れ
た
46
年

目
の
遺
稿
。

◇
『
外
来
生
物
事
典
』

　

池
田
清
彦
・
監
修
（
東
京
書
籍
）
／

環
境
省
指
定
の
「
特
定
外
来
生
物
」
と

「
要
注
意
外
来
生
物
」
を
掲
載
。
名
称
と

特
徴
を
一
般
の
人
に
広
く
知
っ
て
も
ら

う
目
的
が
あ
る
。

◇
『
伝
承
写
真
館　

日
本
の
食
文
化
①

北
海
道
・
東
北
１
』

　

農
村
漁
村
文
化
協
会
・
編
／
昭
和
初

期
の
食
事
と
暮
ら
し
を
再
現
。
秋
田
は

発
酵
食
文
化
の
粋
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

◇
『
薬
は
体
に
何
を
す
る
か　

あ
の
薬

が
効
く
し
く
み
』

　

矢
沢
サ
イ
エ
ン
ス
オ
フ
ィ
ス
・
編
著

／
身
近
に
あ
る
代
表
的
な
薬
を
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
交
え
て
紐
解
く
。

　

10
月
27
日
〜
11
月
９
日
は
読
書
週
間
で
す
。

　

昭
和
22
年
（
終
戦
の
２
年
後
）
に
始
ま
り
、
今
年
は
第
60
回
を
迎
え
ま
す
。
ま

た
、
読
書
週
間
が
始
ま
る
10
月
27
日
は
「
文
字
・
活
字
文
化
の
日
」
に
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
暮
ら
し
の
中
に
「
本
」
を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
内

の
４
つ
の
図
書
館
・
図
書
室
を
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

図
書
館
・
図
書
室
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

‥
‥
‥
‥
し
お
り
い
ら
ず
の
一
気
読
み

■話題の本■ 「
１
リ
ッ
ト
ル
の
涙
」

「
ラ
ス
ト
・
レ
タ
ー
」

北秋田市
教育委員会

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANAB I　NO　HIROBA


